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                           Abstract 

 We surveyed occurrence and abundance of the ghost crabs (genus Ocypode) on six sandy 
beaches in Shinonsen-cho, Hyogo Prefecture, western Honshu, Japan. The burrows of ghost 
crabs appeared in early May after overwintering, and occurred at almost everyday since June 
when the temperatures on and in the sand constantly exceeded 20.0 °C. The burrow density 
was different among beaches and annually changed even the same beach. Multiple regression 
analysis revealed the effects of beach length and sand hardness on the burrow density. The 
abundance of the ghost crabs was relatively high at sandy beaches with short length. We also 
found a small beach of high burrow density in the bay area. The results indicate that most ghost 
crabs inhabited at stable sandy beaches less affected by coastal erosion. Moreover, the 
abundance was extremely low at sandy beaches with high value of sand hardness, which was 
presumably caused by anthropic impact in coastal areas. 
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は じめ に

砂浜海 岸 は波浪 や海流 の影響 を強 く受 け ることか ら物

理的 に厳 しい環境下 にあ るが,藻 場や干潟 等の他 の沿岸

域 と同様 に,多 様 な動 植物が生息 し,豊 かな生態系 が構

成 されて い る場 所 と して知 られ て い る(Brownand

McLachlan,1990;McLachlanandBrown,2006).

しか し,近 年,特 に適 切 な管理 が行わ れて いな い海岸部

において は,オ フ ロー ド車 の乗 り入れ や ゴ ミの散乱等 の

無秩序 な利 用 によ って,砂 浜生 態系へ の影響 が懸念 され

て いる(e.g.,SchierdingetaL2011;Schlacherand

Thompson,2012).ま た,外 海 に面 す る波 浪環 境 の厳

しい砂浜 海岸で は,波 の作用 に よって陸地 が削 り取 られ

る海岸侵食が深刻 な問題 とな っている(宇 多,1997,2004).

海 岸 侵食 の問題で は,砂 浜生物 の生息場所 その ものが削

り取 られて しまうため,生 物 に及 ぼす影響 は甚大で ある.
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砂浜海岸 の適切 な管理 と保全 が早 急 に求 め られて いる中

で,砂 浜 海岸 の人 的利 用 の影響 を評価す る生物指標 と し

て スナ ガニ属(Genus:Ocypode)の カ ニ類(以 下,ス

ナ ガ ニ 類)が 注 目 さ れ て い る(e.g.,Barros,2001;

NevesandBemvenuti,2006;Lucrezietal.,2009).

ス ナ ガニ類 は砂浜 海岸 を代表 す る生物 の一 っで,日 本

沿 岸 に は ス ナ ガ ニOstimpsoniミ ナ ミス ナ ガ ニ

σcordimanus･ツ ノ メガ ニOceratophthalma･ナ ン

ヨウスナ ガニ0.sinensis･ホ ン コンスナガニ0.mortoni

の5種 が 確認 されて いる(酒 井,1976;Huangetal.,

1998;Sakai,2000;岸 野 ほか,2001).ス ナ ガニ以外 の

4種 は沖 縄諸島 よ りもさ らに南方 の地域 に も分布 してい

るこ とか ら亜熱帯･熱 帯性種 と考 え られ,東 北地方以南

の 日本各地 に生息 す るスナガニのみが温帯 性種 と して知

られ てい る(三 宅,1983;峯 水,2000).近 年 の温暖化 に

伴 って,黒 潮 による暖流 の影響 が強 い太平 洋側 の砂浜 海

岸や 内湾 域で は南方 系の ミナ ミスナガニ･ッ ノメガニ･

ナ ンヨウスナガニが分 布域 を拡大 し,各 地 の砂浜海岸 に

お いて生 息場所 や餌 をめ ぐる種 間競争 が生 じて いる可能

性が 指摘 され て いる(淀 ほか,2006;真 野 ほか,2008;

渡 部 ほか,2012).一 方,暖 流 の影 響 が比較 的小 さ く,

冬 季 の海 水温が低 い 日本海側 の海 岸で は,温 帯性 のスナ

ガニが広 く分布 してい るが,最 近 で は南方 系の ミナ ミス

ナガ ニ と ッ ノ メ ガ ニ の亜 成 体 が 発 見 さ れ て い る(本

尾,2003;高 田･和 田,2011).和 田(2009)は 鳥 取県 の

砂浜海岸 にお いて巣 穴の宿主 をス ナガニ と見な して,そ

の分 布 と海 岸侵 食 との関係 を報 告 して い るが,上 述 し

た南 方系種 が混在 してい る可能 性が あ る(高 田･和 田,

2011).

ス ナ ガニ類 は夏 季を主 な活動期 と し,冬 季 は砂 中に形

成 した巣 穴内で冬 眠す る(酒 田市 立酒 田中央高等学校第

一理科部
,1968;真 野 ほか,2008).活 動 期 の夜間 には摂

餌 を行 い,日 中は巣 穴内 に留 ま ることが多 い.食 性 は二

枚貝類･小 型 の甲殻類･昆 虫類 な どの動物性 の ものを好

むが,砂 中 に含 まれ る珪藻類 も摂 食す る.最 近 では,沿

岸開 発や 内湾環境 の悪化 を懸 念 して広島県(2003),愛

媛 県(2003),熊 本 県(2004)が ス ナガニ をそれぞ れの

県版 レ ッ ドデ ー タブ ックで準 絶滅危 惧種(NT)に 選 定

して い るほか,海 岸侵 食 の影響 を受 けやす い外海 に面 す

る山形県(2003)で も スナガニが レッ ドリス トに掲載 さ

れて い る(ラ ンクは準 絶滅危惧).そ れ に もかかわ らず,

いず れの地域 において もスナガニ類 の生息 密度や その増

減 に関 わ る環境要 因 につ いて,こ れ までほ とん ど調 べ ら

れて いな い.そ こで本研究で は,兵 庫県新 温泉町 の砂 浜

海岸 において スナガニ類 の出現 お よび生息 密度 に影響 す

る要因 を明 らか にす ることを 目的 と した.

材 料 と方 法

本研 究 は2008年5月 か ら2010年10月 に か けて,兵 庫県

新温泉 町の砂浜海岸 で ある居組 県民 サ ンビーチ･諸 寄海

水浴場･塩 谷海水浴場･塩 谷 む こう島周辺･浜 坂漁港･

浜 坂県 民 サ ン ビー チの6箇 所 で実施 された(図1).ス

ナ ガニ類 の出現開始 時期 につ いて は,2010年 に浜坂県民

サ ンビーチで調査 が行 われ た.越 冬期 であ る3月 か ら活

動盛期 であ る8月 にか けて ほぼ毎 日,砂 地 に開 いた巣穴

を徒歩 で くまな く探 して出現 の有無 を確認 した.ス ナガ

ニ類 は深 さ数cmか ら50cm以 上 の砂 中の巣穴 内で冬 眠す

るこ とが知 られて い るため(酒 田市立酒 田中央高等学校

第一理 科部,1968;淀 ほか,2006),気 温･砂 地 表面温

度･砂 中温度 をそれ ぞれ記録 した.砂 中温度 にっ いては,

鉄 の杭(幅1cm,長 さ1.2m)で 深 さ20cm･40cm･60cm･

80cmの 穴 をそれ ぞれ開 けた後 に,ア ル コール棒 状温度

計 を穴 に差 し込ん で計 測 した.砂 中温度 の計 測で は,約

5分 間定位 させ た後 に0.1℃ 単 位で読み取 った.深 さ40cm

か ら80cmの 砂 中 温度 は調 査 期 間 を通 して ほ ぼ同 じ値

で(最 大 の温度 差 は2℃),巣 穴 の掘 り取 りによ って事

前 に調 べ た調 査域 のスナ ガニ類 の生 息砂 中深度 が10cm

か ら40cmの 間 であ った ことか ら(平 均 一23.7cm,n-

50),出 現 開始 時期に影響する砂中温度 は深 さ20cmと40cm

の2地 点 を指標 と した.

各 砂浜海 岸 におけ るスナガニ類の生息個体 数 は,先 行

研究 にな らって砂地 に形成 された巣穴数 をカ ウ ン トして

推定 した(e.g.,Barros,2001;Lucrezietal.,2009).

ス ナ ガニ類 の巣穴 は,口 径3cm程 度 で 砂地 表面 に 円形

に開 口 し,出 入 口が一箇 所 の場合 だ けではな く,Y字 型

で 出入 口が二箇 所 の巣 穴 も知 られて い る(歌 代･堀 井,

1965;SeikeandNara,2008).巣 穴 数 の カウ ン トは,

お もに晴天 お よび曇 りの 日の朝(6:30～8:40)に 行 い,

晴 天が続 く日の 日中に はスナガニ類が巣 穴の開 口部 をふ

図1調 査地位置図(兵 庫県新温泉町).



さ ぐことが知 られてい るため(酒 田市立酒 田中央高等学

校第 一理 科部,1968;和 田 ほか,未 発表 デー タ),晴 天

時 の昼 間 には行 わなか った.砂 浜海岸 の汀 線付近か ら海

岸線 に沿 って歩 きなが ら両手 を広 げた範 囲内の巣穴 をす

べて数 え,適 宜 カ ウ ン トした範 囲の砂地 に木の棒 で印を

付 けて重 複 カウ ン トす る ことを避 けた.巣 穴の カ ウン ト

作業 は個 々の調査域 を通 して一人 の調査員が担当 したが,

調 査域が広 い居組県民 サ ンビーチおよび浜坂県民 サ ンビー

チにっいて は,砂 浜 を半分 に分 けて二人 で実施 した.巣

穴 の開口部の直径 が1cmを 超 え るスナガニ類の巣穴 にっ

いて は,そ の周辺 の形 状等か ら容 易 にスナ ガニ類 の もの

と判断 で きるが,そ れ以下 の小型 の巣穴 につ いて は,同

所的に生息す る端脚 目ハマ トビムシ類(Talitridaespp.)

が 形 成 す る巣穴 と混 同 され る可能 性が あ るため,口 径 が

約1cm以 下 の小 さな巣穴 は計測 せず に除外 した.各 砂浜

海岸 にお けるスナガニ類 の生息密 度 は,そ れぞれ の調 査

域 で巣 穴が 確認 され た範 囲 を巻尺 で実 測 して 生息 面積

(㎡)を 算 出 し,1㎡ 当 た りの平均巣 穴数で表 した.

ス ナガニ類 の生息密度 の違 いに影響す る要因 と しては,

(1)砂 浜 の幅,(2)砂 浜 の長 さ,(3)基 底 砂粒 の粒度,

(4)土 壌 硬度 の4項 目を調 べた.砂 浜 の幅(m)と 長 さ

(m)に っ いて は,国 ±地理 院 の1/25,000地 形 図(URL:

http://watchizu.gsi.go.jp/)のHP上 計 測機能 を利用 し

て算 出 した.砂 浜 の幅 は汀線 か ら直線 的に最 も幅 の広 い

地点 間を計測 し,砂 浜の長 さにっ いて は汀 線 に沿 って海

岸 の端 か ら端 までを測 った.各 砂 浜海岸 の基 底砂粒 の粒

度組成 の算 出 にっ いて は,Buchanan(1984)に 従 って

粒度分析 を行 った.す なわ ち,各 調査地点 にお いてスナ

ガニ類 の巣穴が形成 されて い る周 辺 の砂地 表面(表 面積

15c㎡ ×深 さ5cm)の 約100gを サ ンプ ル として,そ れ ら

の砂 を0.125mmか ら4mmま で の6種 類 の飾 いに通 し,そ

れ ぞれの飾 い に残 った粒子 の重量(g)お よ び総重量 に

対 す る割 合(%)を 求 め た.砂 の 中央粒 径値 はmdφ で

表 し,飾 いに残 った砂 の粒径が4mm以 上 の礫(<-2φ),

2～4mmの 細 礫(-2～-1φ),1～2mmの 極 粗砂(-1

～0φ) ,0.5～1mmの 粗 砂(0～1φ),0.25～0.5mmの 中

砂(1～2φ),0.125～0.25mmの 糸田砂(2～3φ),0.064～

0.125mmの 極 細砂(3～4φ)に 分 けて測定 した.砂 のサ

ンプルは2009年7月 に採取 し,山 陰海岸学 習館 の実験 室

で分析 され た.砂 地 の硬 さを表 す土壌硬度 につ いては,

土 壌 硬度 計(プ ッ シュ プル ケー ジRX-100,ア イ コーエ

ンジニア リング)を 用 いて各砂浜 海岸 の砂 地の重量 キ ロ

グ ラム(kgf)を 測 定 した.± 壌硬 度 の測 定 は2010年8

月 に実施 し,ス ナガニ類 の巣穴 が確認 された波打 ち際か

ら陸側 に向か って,約1メ ー トルの 間隔で10点 か ら16点

を 計測 し,そ れ らの平均値 をそ の砂浜 の土壌硬度 とした.

ス ナガニ類 の生息 密度 の違 いに影響 す る要因 の分析 で

は,各 砂 浜海岸 にお ける生息密度 を 目的変 数 と し,上 述

した4っ の環境要因データを説明変数 として重回帰分析

(ステップワイズ法)を 行 った.目 的変数 とした生息密

度は,ス ナガニの活動盛期である6月 から8月 までのデー

タを用いて,各 砂浜海岸の平均巣穴数 と生息面積(㎡)

か ら算出された.天 候の違いによる影響を避 けるため,

雨天時に計測 したデータ(n-3)は 分析か ら省 いた.

各砂浜海岸 におけるスナガニ類の生息密度 は年によって

大き く変動 したため(結 果参照),2008年 か ら2010年 ま

でのそれぞれの年ごとに平均値を算出して分析に用いた.

重回帰分析では,多 重共線性の問題を避けるために,事

前に各説明変数間の相関関係を調べた結果,各 説明変数

間で有意な相関は確認されなか った(Spearmanの1順 位

相関係数 すべてr<0.65,n-6,P>0.05).統 計

解析はSPSSバ ージョン20.0を用いて行なわれた.

結 果 と考 察

スナガニ類の生息状況 と出現開始時期

本研究では,兵 庫県新温泉町の砂浜海岸6箇 所におい

てスナガニ類の巣穴が確認された.各 調査地点において

スナガニ類の巣穴は汀線付近に集中 し,幅 の広い砂浜海

岸においては波打ち際か ら離れた陸側の砂地で も巣穴が

確認された.し か し,波 打ち際か ら離れた陸側に広がる

海浜植物の植生帯には,そ の境界線付近を除いて,巣 穴

を見っけることはなかった.日 本海側でも記録のある南

方系の ミナ ミスナガニは潮上帯か ら海岸植物の植生帯を

お もな生息場所とするのに対 して,ツ ノメガニは温帯性

種のスナガニと同 じ汀線付近をおもな生息場所 とす る

(George,1980;淀 ほか,2006;渡 部ほか,2012).今 回

の調査で植生帯に巣穴が見っからなか ったことか ら,本

調査地点において ミナ ミスナガニの生息個体数は少ない

と推測される.ツ ノメガニについては,冬 季の海水温が

日本海側 と比べて高い太平洋側の海岸や内湾域であって

も越冬や繁殖ができないとされていることか ら(淀 ほか,

2006;渡 部 ほか,2012),本 研究で確認 された巣穴はス

ナガニまたはッノメガニの当歳個体のものと考えられた.

浜坂県民サ ンビーチにおける2010年 の調査において,

スナガニ類の巣穴を初めて確認 したのは5月7日 で,そ

の前 日の気温･砂 浜表面温度･砂 中温度(深 さ20cmお

よび40cm)は それぞれ26.5℃･29.5℃･23.0℃･19.0℃

であった(図2).前 々日のそれ らの温度 と比べると,

砂中温度にはほとんど変化がなかったが,気 温と砂浜表

面温度 はそれぞれ4.5℃ と6.3℃ の上昇があり,こ れ らの

温度上昇がスナガニ類の出現のきっかけとなった可能性

が考えられる.そ の後の5月 中は,ス ナガニ類の巣穴が

断続的に出現 し,気 温･砂 浜表面温度･砂 中温度 も上下

動を繰 り返 した(図2).ス ナガニ類の巣穴がほぼ毎 日

すべての砂浜海岸で確認され るようになった6月 以降



は,最 初 の3日 間 の砂 中温 度(深 さ40cm)を 除 いて,

計 測 したす べ て の温 度 が20℃ を 超 え る日が続 いた(図

2).こ れ らの こ とか ら,他 地域 で も報告 されて い る

よ うに(酒 田市 立酒 田中央高 等学 校第 一理 科部,1968;

真 野 ほ か,2008),本 調 査地 に お いて もス ナ ガ ニ類 は

気温 や砂 中温度 の上 昇 を きか っけ に活 動 し始 め,そ れ

らの温 度 が 安定 して20℃ を 超 え る6月 以 降 に活 動 盛 期

を迎 え る こ とが示 され た.

生 息 密度 に影 響 する要 因

本研究 で調査 した6箇 所 の砂浜 海岸 において は,2010

年 の塩谷 海水浴場 を除いて,ス ナ ガニ類 の巣穴が毎年確

認 された(表1).巣 穴 数 か ら推定 され た生息個 体数 は,

それ ぞれの砂浜海岸 の間で大 き く異 な り,居 組県民 サ ン

ビー チ(平 均巣 穴数 ± 標 準偏 差 一2092.5±797.6;

n-4)･諸 寄 海 水浴 場(295.9±173.9;n=7)･

浜 坂 漁港(78.1±46.3;n=34)･浜 坂 県民 サ ンビーチ

(56.0±75.8;n-52)･塩 谷向 こう島周辺(33.1±19.1;

n-8)･塩 谷 海 水浴場(06±1.1;n-9)の 川頁に多

か った(表1).そ れ らの間 には有意 差が認 め られ た.

(Friedrnantest,κ2=15.0,P=0.01).さ らに,同

じ海岸 であ って も年 ごとの生息 個体数 に違 いがみ られ,

諸 寄海 水浴場 で は2008年 に わずか8個(n-1)し か

確認 され なか った巣穴が,2009年 と2010年 で は平均300個

以上 に増加 した(と もにn-3).ま た,浜 坂県民 サ ン

ビーチで は2008年 に平均385個(n-2)が 確 認 された

の に対 して,2009年 と2010年 で は平均50個 以 下 に減少 し

た(そ れぞれn-3とn-47).ス ナ ガニ類 の生息個体

数が増加 した諸 寄海水浴場 では,砂 浜 東側の突堤(61m)

と沖 側の消波 ブロック(離 岸 堤約100m)が2008年6月

に新 たに設 置 され てお り,こ れ らによ って翌 年以降 に砂

浜 の面積 が増加 した ことが生息 個体数 の増加 要因 の一 っ

と して考 え られ る(図3).一 方,浜 坂県 民 サ ン ビーチ

における生 息個体数 の減少 に関 して は,本 調 査 を開始 し

た2008年 か ら継続 して重機 を使 った砂浜整備 を確認 して

お り(図4),そ れ らの影響 も否定 で きな いで あろ う.

]2ス ナガニ類の出現開始時期と温度の関係(浜 坂県民サンビーチ)

表1各 砂浜海岸におけるスナガニ類の平均巣穴数と生息面積か ら推定 した生息密度



各砂浜 海岸 におけ るスナガニ類 の生息密 度お よび環境

要因 デー タにつ いて は,そ れ ぞれ表1と2に 示す.生 息

密度 は,生 息面積 が最 も小 さか った浜坂漁 港で最 も高 い

値 を示 した(0.125～0.676個/㎡).生 息 個 体数 が最 も

少 なか った塩谷海水浴 場 は,生 息 密度 において も最 も低

い値 で あ った(0～0.006個/㎡).砂 浜 の幅 と長 さの範

囲 は,そ れぞれ10.8～100mと22.6～575mで あ った.

基 底 砂粒 の中央粒 径値(範 囲:0.58～1.57φ)は 浜坂 漁

港 と浜坂 県民 サ ンビーチの2箇 所 で高 く,0.5～1mmの

粗 砂であ ったのに対 して,そ の他の4箇 所 は0.25～0.5mm

の 中 砂 であ った.砂 地 の土壌硬度 につ いて は,居 組県 民

サ ンビーチ･塩 谷海 水浴場･塩 谷向 こ う島周辺 の3箇 所

で高 く,そ の他の3箇所で比較的低い値であった.

スナガニ類の生息密度を目的変数とし,4っ の環境要

因データを説明変数 とした重回帰分析の結果,各 砂浜海

岸におけるスナガニ類の生息密度の違いは,砂 浜の長 さ

および±壌硬度によって説明された(表3).す なわち,

スナガニ類の生息密度 と砂浜の長 さおよび土壌硬度には

それぞれ有意な負の関係があり,砂 浜の長 さが短い海岸

ほど生息密度が高 く,砂 地が硬い海岸ほど生息密度が低

いことが明 らかとなった.砂 浜の長さにっいては,ス ナ

ガニ類が卵か ら貯化 して海に放たれ,浮 遊幼生期を経て

砂浜に着底することだけを考えると(酒 田市立酒田中央

高等学校第一理科部,1968),砂 浜の長 さが長い方が生

図3突 堤及び消波 ブロックの設置による砂浜面積の変化:諸 寄海水浴場で(a)2009年8月15日 及 び(b)2010年7月17日 に撮影さ

れた写真.

図4重 機を使った砂浜海岸の整備(浜 坂県民サンビーチで

2010年8月2日 撮影).

図5海 水浴客による砂浜海岸の利用状況(塩 谷海水浴場で

2009年8月14日 撮影).

表2各 砂浜海岸におけるスナガニ類の生息面積および環境要因データ



息密度 を高め るよ うに思 われ る.し か し,ス ナガニ類 は

着底後 も同 じ砂浜海岸 に依存 して成長 し,繁 殖･越 冬 す

ると考 え られ る.こ の ことは,海 岸 の人 的利 用が スナ ガ

ニ類 の個 体群密度 に直接影響 を及 ぼす点 か らも示唆 され

る(e.g.,SchlacherandLucrezi,2010;Nonegaet

al.,2012).さ らに,海 岸 侵食 の影響 は甚大 で,砂 浜 が

削 り取 られ るこ とによ って スナガ ニ類 やその餌生物 とな

る様 々な砂 浜 生 物 が生 息 場 所 を 失 うこ と が報 告 され

て い る(Petersonetal.,2000;和 田,2009,2010).そ

れ ゆえ,ス ナガニ類 に適 した生息 環境 として は,人 的利

用や海岸 侵食 などの影 響が少 ない,安 定 した砂浜 であ る

と考 え られ る.本 研 究で スナガニ類 の生息 密度が最 も高

か った浜 坂漁港 は湾内 に位置 し,波 浪 によ る砂浜 の砂 の

移動 が少 な く,最 も安 定 した砂浜 環境 であ った.こ れ ら

の こ とが スナガニ類 の生息密度 を高 め,生 息密度 と砂 浜

の長 さの負の関係 を導 いたのであ ろ う.

ス ナガニ類 の生息 密度 の違 いに影響 した もう一っ の環

境要因 は±壌硬度 で,塩 谷海水浴 場 においてそ の値 が最

も高 か った(表2).塩 谷 海水 浴場 は,ス ナガニ類 の生

息密度 が最 も高 か った浜坂漁港 と同様 に湾 内 に位置 し,

比 較 的安 定 した砂浜環 境で あ るに もか かわ らず,ス ナガ

ニ類 の巣穴 数が極 端 に少 なか った(表1) .ス ナ ガニ類

の生息密 度 に影響 す る砂地 の硬 さは,人 々の海岸利用 に

よる もの と考 え られ る.漁 港 内に位置 す る砂浜(浜 坂 漁

港)を 除いて,本 研究 で調査 したすべ ての砂浜海岸 は,

夏 季 に海 水浴場 として人 々に利用 され てい る.特 に塩谷

海水浴場 は,浜 坂漁港関連道路が整備 された2007年 以 降,

毎 年 多 くの海水浴客 が訪れて,後 浜か ら汀 線付近 までの

ほぼ全域 が駐車 スペ ースとな って いる(図5).近 年,砂

浜海岸 に対す る人 々の ニーズが多様化す る中で,砂 浜 へ

の 自動車 の乗 り入 れや大型 の重機 を使用 した海岸清掃等

によ る海岸 動植 物 の生 息環 境 の減 少 や生 態系 の撹 乱 が

問題 視 され て い る(BrownandMcLachlan,1990;

McLachlanandBrown,2006).さ らに,Schlacheret

al.(2007)は オ フ ロー ド車 の乗 り入 れ とスナ ガニ類 の

高 い死亡率 との関係 にっ いて も報告 している.本 研究 は,

ス ナガニ類の生息密度 が砂浜海岸 の人 的利 用の有効 な生

物指標 とな り得 る ことだ けで はな く,そ れ に影響す る土

壌硬度 も間接的な指標の一っ として活用できることを示

した.今 後,海 浜動植物の生活史や生息環境 に配慮 した

海岸保全策を検討 していくためには,各 砂浜海岸におい

てスナガニ類の生息密度をモニタリングしっっ,そ れぞ

れの環境データを継続的に蓄積 していく必要がある.そ

のような長期的なモニタリングを継続することによって,

現在多 くの地域で問題 となっている海岸侵食 による砂浜

消失や生物多様性の減少を生態学的な視点か らも評価で

きるようになるだろう.
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要 旨

兵庫県新温泉町の砂浜海岸でスナガニ類の出現および

生息密度に影響す る要因を調べた.ス ナガニ類の巣穴 は

5月 上旬か ら各砂浜海岸に出現 し,気 温･砂 浜表面温度･

砂中温度が安定 して20℃ を超える6月 以降にな ってほぼ

毎日確認 されるようになった.巣 穴数か ら推定されたス

ナガニ類の生息個体数 は各砂浜海岸で大 きく異なり,同

じ海岸であって も年変動が確認 された.ス ナガニ類の生

息密度に影響する要因を調べた重回帰分析の結果,砂 浜

の長さと土壌硬度で説明されることが明 らかとなった.

すなわち,砂 浜の長 さが短い海岸ほど生息密度が高 く,

砂地が硬い海岸ほど生息密度が低かった.こ れ らのこと

か ら,ス ナガニ類の生息に適 した砂浜環境 は,海 岸侵食

等の影響が少なく安定 していて,人 的利用等 によって砂

地が硬 くなっていない海岸であると考えられた.

表3ス ナガニ類の生息密度を目的変数とした重回帰分析の結果
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